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1973年、北海道生まれ。栗山町在住。
2014年、普及指導員を退職し、実家
の農業を営む。経営は和牛繁殖、施
設園芸が主体。普及指導員時代は、
主に水稲と農業経営を担当し、農業
経営の支援に尽力した。農業法人の
設立、経営試算ソフト「Hokkaido_Navi
システム」の開発、乾田直播の推進、
水田輪作体系の確立などに携わる。

齊藤義崇

 

第
十
六
章

公
示
地
価
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み

た
。
全
国
の
地
価
は
こ
こ
３
年
上
昇
傾
向

に
あ
り
、
２
０
１
５
年
の
全
国
の
平
均
公

示
地
価
は
１
㎥
当
た
り
17
万
９
９
８
１
円

だ
。
も
ち
ろ
ん
用
途
に
よ
っ
て
平
均
値
は

異
な
り
、住
宅
地
は
同
10
万
２
６
３
１
円
、 

商
業
地
は
同
41
万
２
９
０
３
円
、
工
業
地

は
同
６
万
１
５
３
円
で
あ
る
。

さ
ら
に
市
町
村
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見

る
と
、
ベ
ス
ト
３
は
当
然
、
す
べ
て
東
京

の
商
業
地
で
あ
る
。
３
位
か
ら
順
に
渋
谷

区
、
千
代
田
区
、
中
央
区
の
一
等
地
が
ラ

ン
ク
イ
ン
し
、 

最
高
額
は
同
６
９
２
万

円
。
一
方
の
ワ
ー
ス
ト
３
は
こ
れ
も
想
像

ど
お
り
の
北
海
道
の
住
宅
地
で
、
３
位
美

深
町
、
２
位
下
川
町
と
続
き
、
１
位
は
滝

上
町
の
同
２
３
７
５
円
で
あ
る
。
用
途
が

異
な
る
に
せ
よ
、
な
ん
と
も
北
海
道
の
地

価
は
本
来
的
に
低
い
こ
と
か
…
…
。

土
地
の
価
値
を
示
す
地
価
は
、
本
来
そ

の
収
益
性
で
決
ま
る
。
人
通
り
が
多
く
集

客
が
見
込
め
る
所
は
、
み
ん
な
が
注
目
し

て
買
い
た
が
り
、
地
価
が
上
が
る
。
商
用

地
の
公
示
地
価
が
高
い
と
こ
ろ
は
、
立
地

条
件
の
良
い
土
地
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
農
家
的
な
発
想
で
10
ａ
当
た
り
に
換

算
し
て
み
る
と
、
最
高
額
を
た
た
き
出
し

た
中
央
区
の
商
業
地
は
実
に
70
億
円
近
く

な
る
。
猫
の
額
ほ
ど
の
屋
上
菜
園
で
も
、

相
応
の
賃
貸
料
（
地
代
）
が
発
生
す
る
の

も
う
な
ず
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
、
我
々
が
耕
す
農
地
は
ど
う
か
。

全
国
農
業
会
議
所
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
純

農
業
地
域
の
「
農
用
地
区
域
（
注
１
）」

の
農
地
価
格
は
14
年
の
全
国
平
均
で
、
中

田
（
標
準
的
な
水
田
）
の
価
格
が
10
ａ
当

た
り
１
３
０
万
円
、
中
畑
価
格
（
標
準
的

な
畑
地
）
が
同
94
万
円
。
中
田
、
中
畑
価

格
と
も
に
１
９
９
５
年
以
降
20
年
連
続
の

下
落
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
北
海
道
の

農
地
価
格
と
比
べ
る
と
５
倍
に
も
10
倍
に

も
感
じ
る
価
格
な
の
で
、
道
産
子
の
私
に

は
、
下
落
傾
向
と
い
わ
れ
て
も
簡
単
に
飲

み
込
め
な
い
価
格
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
公
示
地
価
は
、
世
界
的

に
も
珍
し
い
統
計
制
度
ら
し
い
。
独
自
の

制
度
が
運
用
さ
れ
る
の
は
、
国
土
が
狭
い

か
ら
土
地
に
執
着
す
る
と
い
わ
れ
る
日
本

人
ゆ
え
だ
ろ
う
か
。
な
か
で
も
農
家
は
農

地
に
執
着
す
る
と
い
わ
れ
る
。
執
着
や
愛

着
で
価
値
が
決
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
規
模

拡
大
志
向
の
農
家
に
と
っ
て
は
か
な
わ
な

い
。
下
落
傾
向
と
い
い
な
が
ら
も
、
10
ａ

当
た
り
１
０
０
万
円
以
上
す
る
農
地
は
、

簡
単
に
購
入
で
き
る
価
格
で
は
な
い
の
だ

か
ら
。
今
回
は
そ
ん
な
悩
み
が
尽
き
な
い

農
業
経
営
者
と
、
生
産
原
価
と
土
地
生
産

性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

一
般
的
に
、
土
地
生
産
性
が
高
い
と
い

う
の
は
、
10
ａ
当
た
り
の
利
益
が
高
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
。「
利
益
」
は
「
収
益
」

か
ら
「
費
用
」
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
を
経
営
面
積
で
割
っ
て
10
ａ
当

た
り
に
換
算
し
て
算
出
す
る
。

ま
ず
、
表
１
を
見
て
ほ
し
い
。
北
海
道

の
作
物
別
の
経
済
性
指
標
か
ら
、
主
な
土

世
界
的
に
珍
し
い

公
示
地
価
制
度

生
産
原
価
と
生
産
技
術
の
改
善
②　

10
ａ
当
た
り
の
土
地
生
産
性地

利
用
作
物
と
野
菜
の
10
ａ
当
た
り
の
収

量
、
標
準
的
な
償
却
前
所
得
（
利
益
）
と

労
働
時
間
を
抜
粋
し
た
。
こ
こ
に
挙
げ
た

８
品
目
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
の
土

地
生
産
性
が
最
も
高
い
。
こ
の
土
地
生
産

性
だ
け
を
見
る
と
儲
か
る
よ
う
に
思
え
る

が
、
10
ａ
当
た
り
の
労
働
時
間
は
２
０
０

０
時
間
も
か
か
る
。
時
間
と
手
間
暇
の
か

か
る
作
物
ほ
ど
、
土
地
生
産
性
は
高
く
な

る
。
し
か
し
、
保
有
で
き
る
労
働
力
で
は

作
付
面
積
は
頭
打
ち
と
な
る
。

逆
に
コ
メ
・
麦
・
大
豆
の
土
地
生
産
性

は
低
い
が
、
10
ａ
当
た
り
の
労
働
時
間
は

少
な
い
。
作
付
面
積
が
大
き
く
な
い
と
、

結
局
の
と
こ
ろ
儲
け
は
あ
ま
り
生
ま
れ
て

こ
な
い
と
も
い
え
る
。
暗
黙
の
う
ち
に
理

解
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
小
麦
と
大
豆

は
交
付
金
を
除
い
た
売
上
高
で
は
所
得
が

得
ら
れ
ず
赤
字
と
な
る
。
播
種
や
収
穫
の

集
中
す
る
作
業
を
分
散
す
る
技
術
を
持

ち
、
経
費
を
下
げ
て
売
上
を
向
上
す
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
土
地
生
産
性
を
把
握
し
て

お
け
ば
、
仲
間
と
の
儲
け
話
に
花
を
咲
か

時
間
と
手
間
が
か
か
る
作
物

ほ
ど
土
地
生
産
性
は
高
い
！
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数
値
か
ら
生
産
原
価
を
導
い
て
生
産
原
価

分
析
表
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
例

を
用
い
て
具
体
的
に
分
析
し
て
い
こ
う
。

取
り
上
げ
た
の
は
、
水
稲
（
移
植
10��

ha
・
乾
田
直
播
６
ha
）、
小
麦
10��

ha
、
大

豆
４
ha
の
４
部
門
で
30�

ha
の
経
営
で
あ

る
。
ま
ず
は
、
経
営
全
体
の
数
値
を
耕
作

面
積
で
割
り
返
し
、
10
ａ
当
た
り
の
「
収

益
」「
費
用
」「
利
益
」「
資
産
」「
負
債
」「
資

本
」
を
見
て
み
る
（
図
１
）。

こ
こ
で
わ
か
る
の
は
、
こ
の
農
場
で
は

10
ａ
の
農
地
に
対
し
て
、
30
万
円
の
投
資

で
２
万
円
の
利
益
を
上
げ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
投
資
の
内
訳
は
、
負
債
が
約

14
万
円
、
自
己
資
本
が
約
16
万
円
。
負
債

と
自
己
資
本
の
バ
ラ
ン
ス
は
悪
く
な
い
。

あ
る
程
度
自
己
資
本
で
資
金
繰
り
が
ま
か

な
え
て
い
る
の
だ
が
、
負
債
が
利
益
の
約

７
倍
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
規
模
拡
大

は
利
益
増
が
な
け
れ
ば
、
見
通
し
は
立
た

せ
た
り
、
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
を
う
な
ず

き
な
が
ら
読
め
た
り
、
発
想
力
が
わ
く
柔

軟
な
脳
を
鍛
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

自
ら
が
作
付
け
し
て
い
る
作
物
の
土
地
生

産
性
を
相
対
的
に
求
め
て
お
こ
う
。

土
地
生
産
性
分
析
の
基
本
は
先
月
号
で

紹
介
し
た
と
お
り
、
財
務
２
表
の
６
つ
の

10
ａ
の
農
地
に
い
く
ら
投
資
し
、

利
益
を
上
げ
て
い
る
か
？

品目
収量

［㎏］
単価

［円 / ㎏］
売上（粗収益）

［円］
経費

［円］
償却前 労働時間

［時間］所得［円］ 所得率［％］
水稲（移植・中苗マット） 560 159 89,150 40,337 48,813 54.8 13.3
水稲（乾田直播） 560 155 86,800 38,234 48,566 56.0 4.8
秋まき小麦 540 53 28,620 42,634 -14,014 0.0 2.3
大豆（中・大粒種） 300 84 25,200 35,376 -10,176 0.0 4.9
タマネギ（春まき移植） 5,200 70 364,000 268,614 95,386 26.2 33.2
ニンジン 3,000 100 300,000 206,878 93,122 31.0 12.4
イチゴ（高設） 3,000 1,700 5,100,000 2,546,146 2,553,854 50.1 2,007.5
アスパラガス（ハウス立茎） 1,500 950 1,425,000 518,105 906,895 63.6 412.6
トマト（ハウス夏秋どり） 9,000 180 1,620,000 953,266 666,734 41.2 1,156.3

※ 北海道作物別経済指標より抜粋
※ 経費は種子などの直接的経費と、販売費用などの間接的経費の合計で、共通的な経費や減価償却費は含まない
※ 売上高は品代だけで、経営安定対策等は含まない　　※ 収量・単価は現実的な標準値とする

表１：作物別の 10a 当たり経済性指標（北海道）

図１：事例農場の土地生産性の分析事例
●30ha規模の土地利用型経営を想定
内訳：水稲16ha（うち6haは乾田直播）、小麦10ha、大豆4ha

貸借対照表

資産
90,000

負債
43,000

資本
47,000

収益
35,000

費用
29,000

利益
6,000

損益計算書

［単位：千円］ ［単位：千円］

［単位：千円］ ［単位：千円］

この農場では10ａ当たりの農地に対して30万円の投資で２万円の利益を
上げています。投資の内訳は負債が約14万円、自己資本が約16万円で、
ある程度自己資本でまかなえていますが、10ａ当たりの利益アップが
規模拡大の課題です。

10ａ当たり
に換算

＜10ａ当たり＞

＜30haの経営全体＞

資産
300

負債
143

資本
157

収益
117

費用
97

利益
20

分析項目

金額

30ha の経営全体
　[ 千円 ]

10a 当たり
　[ 円 ]

貸借対照表
固定資産

土地 50,000 166,667 

建物・施設 20,000 66,667 

機械器具 13,000 43,333 

負債 長期負債 41,000 136,667 

損益計算書 営業費用

減価償却費 3,500 11,667 

土地改良費 3,000 10,000 

専従者給与 2,400 8,000 

表２：土地利用型経営で注目する項目（図１の事例農場の場合）
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え
る
利
益
を
出
せ
る
か
。
ト
マ
ト
な
ど
土

地
生
産
性
の
高
い
野
菜
部
門
の
事
業
拡
大

が
目
的
で
購
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
い
い
の

だ
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
い
ま
の
資
金
繰

り
状
況
か
ら
相
当
な
覚
悟
で
購
入
を
決
め

ね
ば
な
る
ま
い
。

で
は
、
賃
貸
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
賃

貸
料
が
年
２
万
円
／
10
ａ
な
ら
ば
、
１
ha

で
年
間
20
万
円
の
賃
貸
料
が
上
乗
せ
費
用

と
し
て
毎
年
捻
出
さ
れ
る
。
水
稲
で
も
土

地
利
用
作
物
で
も
機
械
の
追
加
投
資
が
な

け
れ
ば
、
10
ａ
当
た
り
２
万
円
を
上
回
る

利
益
を
出
せ
れ
ば
継
続
可
能
だ
。
賃
貸
の

ほ
う
が
無
難
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
検
討
が
で
き
る
の
は
、
部

門
ご
と
に
土
地
生
産
性
を
把
握
で
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
原
価
か
ら
土
地
生

産
性
を
導
く
意
義
は
、
農
地
の
購
入
、
さ

ら
に
は
事
業
の
規
模
拡
大
に
役
立
て
る
た

め
と
い
っ
て
い
い
。
農
地
の
規
模
拡
大
の

現
状
は
、
北
海
道
は
買
い
、
府
県
は
借
り

が
多
い
。
購
入
か
賃
貸
か
は
、
土
地
生
産

性
を
把
握
し
て
、
大
い
に
悩
ん
で
か
ら
出

す
べ
き
答
え
で
あ
ろ
う
。
府
県
で
は
賃
貸

で
規
模
拡
大
す
る
の
が
賢
い
選
択
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

農
地
購
入
を
検
討
さ
れ
る
読
者
は
多
い

と
思
う
。
ヒ
ン
ト
は
１
つ
。
単
価
×
生
産

量
＝
収
益
な
の
で
、
単
価
を
上
げ
る
か
、

生
産
量
を
上
げ
る
か
で
あ
る
。
次
回
は
も

う
少
し
土
地
生
産
性
を
労
働
生
産
性
と
と

も
に
考
え
て
い
く
。

ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
事
例
で
取
り
上
げ
た
よ
う

な
経
営
に
水
田
10�

ha
の
農
地
規
模
拡
大
の

話
が
来
た
と
し
よ
う
（
図
３
）。
仮
に
購

入
金
額
が
10
ａ
当
た
り
30
万
円
と
す
る

と
、
３
０
０
０
万
円
の
資
金
が
必
要
と
な

る
。
長
期
負
債
で
先
と
同
じ
返
済
期
間
10

年
で
年
３
０
０
万
円
無
利
子
の
条
件
で
調

達
し
、
10�

ha
に
小
麦
を
作
付
け
し
た
場
合

を
想
定
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

小
麦
は
10
ａ
当
た
り
の
利
益
は
３
万
４

７
５
０
円
だ
か
ら
、
新
規
農
地
か
ら
３
４

７
万
５
０
０
０
円
の
利
益
増
を
見
込
む
計

算
が
成
り
立
つ
。
返
済
に
充
て
る
３
０
０

万
円
を
差
し
引
い
た
47
万
５
０
０
０
円
が

手
元
に
残
る
。
小
麦
の
代
わ
り
に
水
稲
や

大
豆
を
作
付
け
し
た
場
合
、
収
益
が
増
え

て
も
返
済
金
を
支
払
っ
た
後
に
利
益
を
残

せ
な
い
。
し
か
も
、
機
械
装
備
を
増
や
し

た
り
、
土
地
改
良
に
お
金
を
か
け
る
こ
と

も
厳
し
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
既
存
の
長

期
負
債
が
多
い
か
ら
だ
。

ち
な
み
に
10
ａ
当
た
り
30
万
円
と
い
う

の
は
北
海
道
の
農
地
で
の
想
定
で
あ
る
。

府
県
を
想
定
し
て
、
１
０
０
万
円
／
10
ａ

の
水
田
を
１
ha
買
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
話

が
来
た
と
し
よ
う
。
必
要
資
金
は
１
０
０

０
万
円
。
10
年
で
無
利
子
の
返
済
条
件
の

借
入
金
を
設
定
す
る
。
そ
の
場
合
、
１
年

間
の
返
済
が
１
０
０
万
円
に
な
る
か
ら
、

10
ａ
で
10
万
円
の
支
払
い
と
な
る
。

既
存
の
土
地
利
用
作
物
で
返
済
額
を
超

し
て
お
か
な
い
と
算
出
で
き
な
い
。

ま
ず
所
得
（
当
期
利
益
）
に
着
目
し
て

み
る
と
、
経
営
全
体
の
10
ａ
当
た
り
２
万

円
の
利
益
に
対
し
て
、
営
業
外
利
益
の
多

い
小
麦
が
約
３
万
５
０
０
０
円
と
一
番
利

益
を
上
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に

部
門
別
の
10
ａ
当
た
り
の
利
益
を
求
め
る

と
、
規
模
拡
大
の
と
き
に
ど
の
作
物
を
選

択
す
る
の
か
を
検
討
し
や
す
い
。

土
地
の
規
模
拡
大
の
と
き
、
技
術
や
施

設
・
機
械
装
備
の
過
不
足
な
ど
に
気
持
ち

が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
部
門
別
の

10
ａ
当
た
り
利
益
の
現
状
把
握
と
予
想

は
、
投
資
規
模
を
決
め
る
と
き
に
一
番
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
る
。

最
適
な
答
え
だ
っ
た
か
は
、
経
営
の
流

れ
が
で
き
る
ま
で
長
い
時
間
を
経
た
と
き

感
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

１
年
１
年
の
作
付
け
が
終
わ
っ
た
と
き
に

改
善
点
や
課
題
探
し
が
で
き
る
こ
と
が
、

規
模
拡
大
の
成
功
の
早
道
と
思
う
。
こ
の

と
き
前
後
の
土
地
生
産
性
の
分
析
が
も
の

を
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

土
地
利
用
作
物
を
主
体
と
す
る
経
営
で

は
、
規
模
拡
大
志
向
の
経
営
者
が
多
い
。

生
産
原
価
か
ら
の
土
地
生
産
性
を
把
握

し
、
そ
の
向
上
を
求
め
な
く
て
は
、
農
地

の
購
入
は
一
般
的
に
難
し
い
。
各
々
の
経

営
事
情
は
ど
う
あ
れ
、
い
ま
の
農
地
購
入

価
格
は
、
北
海
道
と
て
ま
だ
ま
だ
高
い
か

な
い
。
こ
の
経
営
で
は
10
ａ
当
た
り
の
利

益
の
上
乗
せ
が
命
題
の
よ
う
だ
。

な
お
、
土
地
利
用
作
物
が
主
体
の
経
営

な
ら
で
は
の
捉
え
方
も
示
し
て
お
き
た

い
。
貸
借
対
照
表
か
ら
「
土
地
」「
建
物
・

施
設
」「
機
械
器
具
」
を
、
損
益
計
算
書

か
ら「
減
価
償
却
費
」「
土
地
改
良
費
」「
専

従
者
給
与
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
（
表

２
）。
利
益
の
増
大
を
望
む
と
き
、
土
地

の
規
模
拡
大
か
生
産
量
ア
ッ
プ
か
、
コ
ス

ト
削
減
か
。そ
の
選
択
に
悩
む
と
き
に
は
、

関
連
す
る
項
目
に
つ
い
て
10
ａ
当
た
り
の

金
額
を
算
出
し
て
検
討
す
る
と
よ
い
。

こ
こ
で
一
番
気
に
な
る
の
が
、
10
ａ
当

た
り
の
長
期
負
債
金
額
が
約
14
万
円
と
大

き
い
こ
と
で
あ
る
。
平
均
10
年
で
返
済
す

る
と
仮
定
す
る
と
、
１
年
間
の
返
済
額
約

１
万
４
０
０
０
円
が
そ
の
間
の
利
益
か
ら

除
か
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
準
備
金

制
度
な
ど
資
金
繰
り
が
別
の
方
法
で
行
な

わ
れ
て
い
れ
ば
い
い
が
、
２
万
円
の
利
益

の
半
分
を
超
え
て
い
る
の
は
要
注
意
だ
。

次
に
損
益
計
算
書
を
詳
し
く
見
て
い
こ

う
。「
費
用
」「
利
益
」「
収
益
」
の
３
つ

の
数
値
を
作
物
ご
と
に
仕
分
け
し
、
部
門

別
の
土
地
生
産
性
を
算
出
す
る
（
図
２
）。

前
に
も
述
べ
た
が
、
間
接
・
共
通
的
費
用

は
、
簿
記
記
帳
の
際
に
一
律
あ
る
い
は
面

積
や
労
働
時
間
に
応
じ
て
部
門
別
に
按
分

規
模
拡
大
す
る
際
の
心
構
え

部
門
別
に
課
題
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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図２：部門別の土地生産性分析（図１の事例農場の場合）

営業収益
25,100
　　

営業外収益
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15,200
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13,800

利益
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収

益

費

用

利

益

［単位：千円］

損益計算書

＜30haの経営全体＞

10ａ当たりの部門別の土地生産性指標は、
規模拡大するときに、
どの作物をどれだけ増やすかを
検討するときに役に立つ。

図３：規模拡大のシミュレーション（図１の事例農場の場合）

×

＝

×

＝

調達

返済

利益

水田10haの
規模拡大を想定

10ha全面に
小麦を作付け
すると……

10a当たり投資額
30万円

10ha
（1,000a）

合計3,000万円

10a当たり利益
3万4,750円/年

10ha
（1,000a）

合計347万5,000円/年

47万5,000円／年

長

期

負

債

＜返済条件＞
300万円×10年

注１ ： 今後、相当期間にわたって総合的に農業振興を図るべき地域のことで、国の定める「農業振興地域整備基本指針」に基づいて都道府県知事が指定する。

科目 全体
部門別

水稲 
（移植）

水稲 
（乾田直播）

小麦 大豆

作付面積［10a］ 300 100 60 100 40 
収益 35,000 10,750 5,475 12,975 5,800 
　 営業 25,100 10,000 5,100 8,000 2,000 
　 営業外 9,900 750 375 4,975 3,800 
費用 29,000 9,300 5,000 9,500 5,200 
　 直接費 15,200 4,000 2,000 5,500 3,700 
　 間接費 13,800 5,300 3,000 4,000 1,500 
利益 6,000 1,450 475 3,475 600 

＜経営全体と部門別の原価分析＞

科目 全体
部門別

水稲 
（移植）

水稲 
（乾田直播）

小麦 大豆

収益 116,667 107,500 91,250 129,750 145,000 
　 営業 83,667 100,000 85,000 80,000 50,000 
　 営業外 33,000 7,500 6,250 49,750 95,000 
費用 96,667 93,000 83,333 95,000 130,000 
　 直接費 50,667 40,000 33,333 55,000 92,500 
　 間接費 46,000 53,000 50,000 40,000 37,500 
利益 20,000 14,500 7,917 34,750 15,000 

＜ 10a 当たりの土地生産性＞

[ 単位：千円 ]

[ 単位：円 ]

10a 当たりに換算


